(別添様式１)
平成23年度9月補正予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：社会福祉諸費
	事業名: 新 県内受入避難者支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　地域福祉国保課　地域福祉担当　電話番号：058-272-8261(直通)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail：c11219@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：1,000千円
（現計予算額：0千円　　　補正後予算額：1,000千円）

	要求内容


	１　要求の内容


  東日本大震災により、いまだ１０万人弱の方が避難所生活を余儀なくされているが、岐阜県内にも２００世帯以上の方が避難されていると思われる。こうした方々を支援するため、県ではさまざまな取組みを行っているところであるが、その１つとして、４月１９日より「ぎふ受入避難者支援募金」を開始している。（歳入歳出外現金として管理）
　この募金は、ある程度金額がまとまった段階で、支援金として避難者に支給するが、その際に併せて見舞品（県産品の詰め合わせなど）を贈呈する。

	２　所要経費


· 見舞品（県産品）の購入に係る費用　　1,000千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


　・「ぎふ受入避難者支援募金」については、平成２３年４月１９日の開始以降、県内外の個人、企業、団体等から多額の寄付をいただいているところ。

　　　平成２３年７月末現在　　件数：８７件　　金額：１５，０７７，３４９円

　・第１回目の支援金の支給は、申請のあった世帯を対象として８月に実施

　・その際に、別途、社団法人岐阜県道路交通安全施設業協会から、１００万円（＠５，０００円×２００世帯）分の県産品を寄付いただき、支援金とあわせて贈呈（残余金は「ぎふ受入避難者支援募金」に寄付）
	３　これまでの取組に対する評価


・４月１９日以降、１，５００万円以上の募金が集まっており、県民の関心の高さが伺える。
・県内への避難者のおよそ７割は福島県からであり、現在の原子力発電所の状況などを考慮すると、今後避難者は増える可能性があり、継続的な支援が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
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